
第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名  第１回武蔵村山市介護保険運営協議会 

開 催 日 時 平成２４年７月３０日（月） １８時 ～１９時３０分 

開 催 場 所  市民総合センター３階 中会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

 

出席者：田中（由）委員、安島委員、山口委員、藤田委員、栗原委員、山

岸委員、加園委員、石川委員、後藤委員、庄司委員 

    高齢・障害担当部長、高齢福祉課長、管理グループ主査、管理グ

ループ主事 

欠席者：田中（富）委員 

傍聴者：なし 

 

議 題 

 

 議題１ 介護保険運営協議会会長の選任について 

 議題２ 介護保険運営協議会副会長の指名について 

 報告事項１ 介護保険運営協議会について 

 報告事項２ 高齢者福祉計画及び第５期介護保険事業計画について 

 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

 介護保険運営協議会会長に田中（由）委員が選任され、副会長に安島委

員が指名された。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

 開会 

 委嘱書の交付 

 市長あいさつ 

 委員自己紹介 

 事務局紹介 

  

議題１ 介護保険運営協議会会長の選任について 

事務局：会長については、１号委員の中から委員の互選によって決定して

いる。前回、前々回とも大学の先生に会長になっていただいてお

ります。よって、日本社会事業大学の准教授であります田中由紀

子委員が該当することになります。 

委 員：であれば田中委員にお願いしたい。 

   

事務局：田中委員で異議はないか。 

委 員：異議なし 

会 長：あいさつ 

 

議題２ 介護保険運営協議会副会長の指名について 

会 長：安島委員を指名する。 

副会長：あいさつ 

 

会議の傍聴、会議録の作成及びホームページへの掲載について 

事務局：説明 

会 長：会議の傍聴、会議録の作成及びホームページへの掲載について、



掲載することに異議はないか 

委 員：異議なし 

会 長：指針に基づいた必要な書式については、事務局で次回の会議まで

に整理するよう依頼する。  

 

報告事項１ 介護保険運営協議会について 

報告事項２ 高齢者福祉計画及び第５期介護保険事業計画について 

事務局：説明 

会 長：高齢化率について、全国平均では２５年度に２５%を超えるとされ

ているが、村山団地を除いて計画を立てた場合はピークになるの

はいつか。 

事務局：平成３３年に２５．２％になる見込みである。 

    計画では、第８期の１年目に当たる 

委 員：会議の開催予定だが、今年度３回とは、いつか 

事務局：１０月と年度末の予定である。 

委 員：２５年度のアンケートについて、ここにやってきたものに対し東

京都での計画を盛り込む形となるのか。 

事務局：５期では、日常用生活圏域の問題点を明らかにする目的であった

が引き続き特徴を見出せるようなアンケートを国が考案するが、

その中に武蔵村山独自の公表を付け加えた方向で考えている。 

委 員：定期巡回・随時対応型訪問介護看護はおこなっているのか 

事務局：市では、対応できる事業所がない 

委 員：市内に２４時間対応を必要としている人がおり、現にその事業を

行っているように見えるが、いかがか 

事務局：実際に手を上げる事業所がいれば、市も一緒にその事業を手助け

するが、ケアマネージャーの連絡会議等で要望があれば、市とし

ても事業所を獲得する取り組みを進めていかなければならない。 

委 員：第６期の計画として市のオリジナルのプランはあるのか 

事務局：まだ、具体的には決まっていない。 

委 員：介護保険料に関わることだが、生活保護率はどのくらいか 

事務局：第１号被保険者では、生活保護受給者は、４．５％だが、市内の

割合については、調べておくが生保受給者は都内では多い方であ

る。 

委 員：保険料と支出のバランスを聞くと、赤字にならないと聞いている

が、制度全体の収支決算を知りたい。 

事務局：２３年度決算では１億９９５万円ほど繰り越している。赤字とな

ると東京都から財政安定化基金を借り入れなければならないが、

そのような状態にはなっていない。 

委 員：赤字になりそうな事態ではないと理解してよいか 

事務局：そのように御理解いただきたい。 

委 員：要支援要介護の事業計画のなかで、特定高齢者、一般の高齢者の

計画はないのか 

事務局：本編のなかの介護予防事業がその対象事業となる。 

     

議題３  

その他１ 

事務局：グループホームの公募について（説明） 

    計画では市内２か所３ユニットを予定している第５期では民間の

事業者から南部エリア２ユニットの建設依頼があり、市の方で公

募により３事業所ほどあり、今年度中に事業所を選定する事務を



進めている。また、条例の制定について。国の基準で定められて

いた指定地域密着型施設を対象とした施設人員の設置について、

市で条例で定めるが今年度中に策定するため、条例案について意

見をいただきたい。 

委 員：緑が丘で２ユニットとなっているが、南部に２ユニットを作る

と、緑が丘はどうなるのか 

事務局：緑が丘は東京都の所有であり、確認したが、恐らく今計画中は無

理であるとの回答であった。南部に２ユニットであれば大きな計

画変更にはならないと判断した。 

   

事務局：次回日程調整 

会 長：次回は１０月２９日（月）１７時とする。 

  

終  了 

 
 

会議の公 開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：    ０人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課 健康福祉部高齢福祉課（内線：６３２） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


